
 

 

ニュースリリース 

2026年 9月 1日 

会社名 東亜道路工業株式会社 

(コード番号 1882 東証プライム市場) 

 

移動式たわみ測定装置（MWD）の高度化に資する技術論文が 

（公社）土木学会 舗装工学論文賞 を受賞 

 

 
※ 本賞は、土木学会論文集特集号（舗装工学）第 81巻第 21号に掲載された論文の中で特に優れた論文に贈られ

るものです。 

 

・受賞論文の概要 

【論文タイトル】埋設型センサによる移動荷重載荷時のたわみ量計測技術の開発 

【執筆者】稲木 万玲・梅田 隼・鈴木 拓人・前原 弘宣（東亜道路工業） 

【掲載誌】土木学会論文集特集号（舗装工学）第 81巻 21号 

 

・研究の背景と目的 

道路舗装の健全性を効率的に把握するため、交通規制を伴わず走行しながら連続的に舗装の

たわみ量を測定できる移動式たわみ測定装置（MWD）の実用化が進められています。その測

定精度の向上に向けて、移動荷重によって発生する舗装のたわみ量を高精度に計測する技術が

求められていました。 

本研究では、施工が容易で安価なジオフォン（速度計）および加速度計を用いた舗装たわみ

量計測技術を開発しました。室内実験により信号処理手法を確立するとともに、実際の舗装内

にセンサを埋設して実走行試験を実施し、その有効性を検証しました。 

東亜道路工業株式会社が開発した、埋設型センサによる移動荷重載荷時のたわみ量計測技

術に関する論文が「第 30回舗装工学論文賞」※ を受賞しました。 

本研究は、走行しながら舗装の構造的健全性を評価する移動式たわみ測定装置（MWD）

の精度向上を目的として実施したもので、舗装内に埋設したセンサを用いて移動荷重時のた

わみ量を高精度に計測する技術を開発しました。実走行試験では、基準値との平均誤差

2.3％という高い精度を達成しています。 

本成果は、道路舗装の効率的な維持管理やインフラマネジメントの高度化に貢献する技術

として高く評価されたものであり、東亜道路工業が推進する舗装診断技術の高度化と道路イ

ンフラの長寿命化に資する成果です。 

当社は今後も、デジタル技術を活用した舗装診断・維持管理技術の高度化を推進し、道路

インフラの効率的かつ持続可能な維持管理の実現に貢献してまいります。 



 

 

・研究成果のポイント 

○ 安価で施工性に優れた埋設型たわみ計測手法を開発 

ジオフォンや加速度計を活用することで、従来より簡易な埋設作業で舗装たわみ量の計測を

可能にしました。 

 

○ 実走行条件下で高精度な計測を実現 

実環境下での検証において、ジオフォン計測値は基準値に対して平均誤差 2.3％という高い

精度で移動荷重による舗装たわみ量を測定できることを確認しました。 

 

○ MWDによる舗装構造評価の信頼性向上・高度化に貢献 

本技術を活用することで、MWDの定期的な校正や性能検証が容易となり、舗装健全度評価

の信頼性向上が期待されます。 

 

 

 

・今後の展望 

○ 加速度計による実環境検証の推進 

現在開発中の埋設用筐体を活用し、実環境下での加速度計によるたわみ計測技術の検証を進

めてまいります。 

 

○ MWDの校正技術としての活用 

移動荷重下での実たわみ量を高精度に計測することで、MWDの定期校正や性能管理への適

用を目指します。 

 

○ 舗装構造評価技術のさらなる高度化 

センサ配置や信号処理手法の改良を進め、舗装の支持力評価や維持管理計画の高度化に取り

組んでまいります。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

問い合わせ先：東亜道路工業株式会社 技術部 塚本 真也（ツカモト マサヤ） 

       〒106-0032 東京都港区六本木 7-3-7 

       E-mail：m_tukamoto@toadoro.co.jp，TEL：03-3405-1810 FAX：03-3405-4210 


